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E
E
一
E
E
E
E
Z
一
三
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=
宣
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三
三
圭
E
E
E
E
三
三
一
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一
三
三
一
三
三
一
三
E
三
E
E
三
三
三
三
一
三
E
三
三
一
三
三
一
言
E
E
E
E
E
E
E
一
E
E
E
一
三
三
三
一
E
一
三
三
一
三
三
至
宝
=
一
三
三
三
一
=
一
三
一
=
一
三
E
一
三
三
三
E
E
主
主
主
=
一
至
宝
一
三

一
東
京
電
力
の
福
島
第
1
原

琵
琶
5
芝

召

一

示

キ

泉

墨

訴

一

子

力

発

電

所

の

事

故

や

政

府

気
温
2
H
D
責

aタ

釦

柄

通

陸

一

の

原

子

力

行

Z
E

a

l

{

一
句
、
国
内
の
電
刀
不
足
は
長

れ

一

万

骸

窓

用

ガ

ラ

ス

を

開

発

一

期

化

し

そ

う

。

襲

対

策

と

z

f

J

一
し
て
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用

ガ
ラ
ス
に
関
す
る
技
術
開
一
か
く
で
き
る
。
一
型
ガ
ラ
ス
を
製
造
で
き
る
よ
一
が
控
え
ら
れ
る
な
か
、
遮
熱

詠
一
発
を
手
掛
り
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
一

2
枚
の
ガ
ラ
ス
の
聞
に
樹
一
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
↑
ガ
ラ
ス
へ
の
注
目
が
集
ま
つ

お
一
カ
ラ
ス
技
研
(
横
浜
市
、
伊
一
脂
を
挟
む
「
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
」
一

ω均
四
方
程
度
の
ガ
ラ
ス
し
一
て
い
る
。

主
一
地
知
正
樹
社
長
)
は
、
外
気
一
の
技
術
を
応
用
す
る
。
樹
脂
一
か
製
造
で
き
な
か
っ
た
た
一

I
l
l
i
-
-
-
-
-

さ
一
品
び
セ
氏
釘
度
を
趨
え
る
と
一
こ
は
外
気
温
に
反
応
す
る
一
一
一
め
、
実
用
化
が
難
し
か
っ
た
。
一

t

、A-1-r
弘

L

ゴ

赤

外

線

量

断

し

室

内

の

源

一

酸

化

パ

ナ

ジ

ウ

ム

撃

を

混

一

富

・

高

圧

の

製

造

装

置

一

眼

家

庭

節

電

で

ポ

イ

ン

ト

本
一
度
上
昇
を
防
ぐ
住
宅
や
ビ
ル
一
ぜ
る
。
粒
子
を
混
ぜ
た
樹
脂
一
が
不
要
に
な
る
た
め
、
コ
ス
一
軒

4

J

;

‘
.

」
の
窓
用
力
ラ
ス
を
開
発
し
一
は
外
気
温
室
長
度
以
上
一
ト
を
叩
分
の
1
に

抑

え

ら

れ

↑

賠

凶

思

鐙

日

%

削

減

で

捌

円

ヨ
一
た
。
従
来
の
遮
熱
ガ
ラ
ス
は
一
に
な
る
と
赤
外
線
を
遮
断
一
る
と
い
う
。
既
存
の
遮
熱
ガ
一
貫
主
片
を
!
走

E
Z
一
場
に
太
陽
熱
を
取
り
込
み
一
し
、
再
び
外
気
温
が
お
度
を
一
ラ
ス
と
同
程
度
の
コ
ス
ト
で
↑
墓
京
急
行
電
鉄
な
ど
は
グ
一
使
用
量
を
昨
年
よ
り
目
%
以
一
業
胞
設
の
利
息

に
く
い
な
ど
の
撃
が
あ
っ
一
下
回
る
と
赤
外
線
を
事
。
一
生
産
で
き
る
見
通
し
だ
。
神
一
ル
I
プ
会
社
議
官
て
い
一
上
削
減
し
た
会
員
に
買
い
物
一
て
お
り
、
ポ
イ

た
が
、
温
度
の
変
化
に
反
応
一
化
学
反
応
で
ガ
ラ
ス
に
樹
一
奈
川
県
と
組
ん
で
一
層
の
大
一
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
一
の
支
払
い
な
ど
に
使
え
る
ポ
一
す
る
こ
と
で
消
一

す
る
撃
を
使
う
こ
と
で
、
一
脂
を
貼
お
け
る
手
法
喜
一
型
化
に
取
り
組
み
、

2
0
1↓
向
け
に
節
電
支
一
援
策
を
始
め
一
イ
ン
卜
を
贈
る
。
東
日
本
大
一
る
狙
い
が
あ
る

室
内
を
夏
は
涼
し
く
冬
は
陵
一
う
こ
と
で
、

1
M四
方
の
大
一

Z
年
の
製
品
化
を
回
指
す
。
一
る
。
家
庭
で
の
8
月
の
電
力
一
震
災
後
、
電
車
や
系
列
の
商
一
始
め
る
の
は

「

に
開
始
。
発
泡
砲
な
ど
よ
り
一
取
り
入
れ
て
お

ゴ
i
レ
首
長
史
容
》
ヒ

E
た
持
川
町
一
日
創
刊
誌
む

z‘
E''
晶、
E
舎
一
点
目
当
1
E
H
F
?
札
〈
田

τコ
ル
の
需
要
を
取
り
込
む
好
機
一
浜
統
括
支
社
)

l

'

J

、

日

川

一

、

¥

と

み

る

。

一

箱

根

湯

本

芸

能
一
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
横
浜
中
一
し
、
芸
者
が
旅

や

草

葺

と

連

携

し

一

一

審

や

箱

根

な

ど

観

光

地

号

す

る

際

、

ァ

Il--一
j
l

、

1
3
4

二
中
心
に
営
業
を
強
化
し
て
い
一
て
も

2

一↑る
o

中
華
街
で
初
日
に
始
ま
一
暑
い
夏
な
ら

一

独

自

ラ

ベ

ル

発

売

一

一

っ

た

関

覇

軍

事

」

一

た

さ

」

語

調

-

J

レ
一
鎮
座
1
5
0周
年
の
イ
ベ
ン
す
り
力
を
注
L
で

キ
り
ン
ビ
l
ル
は
日
産
自
一
数
は
、
前
年
間
矧
に
比
べ
て
↑
卜
に
合
わ
せ
、
関
帝
廟
ラ
ベ
一
マ
イ
ナ
ス
2
震

動
車
の
工
場
が
あ
る
康
問
市
一
約
2
割
増
え
て
い
る
。
営
業
一
ル
の
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
を
発
一
や
し
た
「
ス
ー
パ

な
ど
で
、
担
耳
」
」
者
が
工
場
周
一
担
当
者
が
互
い
の
情
報
を
持
一
売
。
中
華
街
の
底
舗
を
担
当
一
の
取
級
庖
を
増

J

辺
に
位
置
す
る
飲
食
庖
を
重
一
ち
寄
っ
て
商
談
に
生
か
す
チ
一
者
が
く
ま
な
く
回
る
営
業
も
一
重
点
を
置
い
て

点
的
に
回
る
営
業
を
展
開
し
丁
ム
制
な
ど
新
た
な
手
法
も
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
l
i
l
-
-

て
い
る
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
で
一
取
り
入
れ
て
、
出
荷
の
上
積
一

仕

事

骨

り

に

居

震

に

立

ち

一

み

に

つ

な

げ

る

。

一

東

北

の

高

校

生

招

さ

寄
る
社
員
が
抽
唱
え
、
ビ
i
ル
一
家
庭
向
け
で
は
大
学
や
企
一

需
要
が
山
唱
え
る
と
同
国
「
込
む
。
一
業
の
官
民
季
休
暇
が
本
格
化
す
一
神
奈
川
県
内
の
商
業
高
校
一
の
高
校
生
が
発

県
内
の
同
社
の
1
1
5月
一
る
今
週
か
ら
、
県
内
の
主
要
一
な
ど
で
構
成
す
る
神
奈
川
県
一
用
の
そ
ば
な
日

の
飲
食
庖
向
げ
サ
ー
バ
ー
周
一
ス
ー
パ
ー
や
デ
イ
ス
カ
ウ
ン
一
商
業
教
育
研
究
会
は
、
東
北
一
る
。

の
大
だ
る
の
新
規
取
扱
広
舗
一
卜
屈
で
ビ
l
ル
特
売
を
一
斉
一

4
県
の
商
業
高
校
8
校
の
生
一
イ
ベ
ン
ト
の

一
徒
を
招
き
、
東
北
の
物
産
品
↑

8
校
に
分
配
し
一

↑
な
ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
一
立
て
て
も
ら
う
【

を
ω
i引
日
に
開
く
。
岩
手
一
会
場
は
横
浜
一
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F 

アサヒは観光地キリン、工場周辺に

サ
マ
ー
タ
イ
ム
の

仕
事
帰
り
に
狙
い

横
浜
市
は
9
月
刊
日
と
山
月

8
日
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
聞

く
。
昨
年
初
め
て
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
参
加
申
込
者
が
定
員
の

8
倍
に
な
る
な
ど
好
評
だ
っ
た

婚活イベン卜

横
浜
市

こ
と
か
ら
、

1
回
だ
っ
た
開
催

数
を
2
回
に
増
や
し
た
。
岡
市

の
水
源
林
が
あ
る
山
梨
悪
霊

村
を
会
場
に
す
る
こ
と
で
、
水

道
水
の
安
全
性
を
P
Rす
る
狙

討
さ

ノ

5
0
H
U
3
?皇
駐
車
却
官
己
D

F
一
ー
官
コ
臼
「
。
量
=
工

L
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